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産業保健における保健指導と特定保健指導との関わりについて 
１．産業保健分野の健康診断と事後措置・指導 
（１）職域の健康管理の目的；個人の健康確保、労働力保全、疾病予防（→医療費抑制） 
（２）職域の健康診断と事後措置・指導 
健康診断と事後措置・指導のフロー 関連事項 
 
 
 
 
 
 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①自社で行う場合と委託の場合

がある 
 
 
 
 
 
 
②医療上の区分 
１）異常なし 
２）要観察 
３）要医療 

 
③勤務区分 
１）通常勤務可 
２）就業制限あり 
３）要休業 

 
④指導コース 
１）高血圧 
２）高血糖 
３）高脂血 
４）肥満 
５）脂肪肝・ｱﾙｺｰﾙ性肝炎 
６）高尿酸 等 

２．その他の健康確保の取り組み 
（１） 心身両面の健康教育  （２）健康体力づくり（運動・栄養・休養）  
（３） 禁煙教室       （４）社内報・機関紙等による啓発等 

１．定期健康診断（１～２回/年）実施 
１）健診項目；概ね特定健診と同様 

他に自主的に加えている場合が多い 
〔腹部エコー、胃内視鏡、負荷心電図等〕 

２）問診・面談時指導；問診で詳しい面接を実施 
〔指導を含め、心身両面から〕 

 
 
 
 
  

２．結果判定   
異常なし   所見あり→①再検・精検 

              ②医療機関紹介 
              【③二次健診】 

健診結果判定（健康管理区分；右欄に記載） 

３．結果通知     本人 
           職制（勤務制限の場合等）   
 

４．事後措置・保健指導の実施 
 （必要により、途中検査・面接、慢性疾患 
  管理等） 
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３．健康診断と保健指導に関する課題 
（１）全般について 
  ①従来の健康管理体系と特定保健が重なる部分が多いため、実務において従来の取り

組みが後退するなど不都合が生じた。（従来の指導体系から、特定指導部分だけを切り

分けて対応する等） 
  ②保健指導の情報は双方で共有されていないことがある。指導が徹底されず、必要な

フォローに支障をきたす。 
（２）健康診断と結果の授受について 
  ①面接（問診）は、産業保健では心身両面について広く聞くが特定保健では「身」 

のみ。委託した場合などメンタル不全のケース等はフォローされない。 
  ②問診が「初回面接」と扱われないため、本人は 2 度聞かれる。 
  ②事業者健診は「年」単位、特定健診は「年度」単位のため、データ処理が煩雑。 
  ③HbA1c については、変更の意義を明確化・周知するとともに SYS 処理上の負担への 

配慮が必要。 
（３）指導プログラムについて 
  ①内容が細かく規定され過ぎているため、それに縛られて効率的でないことがある。 
  （現在のプログラムで実施すれば効果的であるというエビデンスが欲しい） 
  ②180 ポイントのハードルが高すぎて、未達成のケースが多い。 
  ③中小企業では、スタッフがいない等、取り組む環境・余裕がない。 
  ④特定保健では治療領域の人は対象から除くが、産業保健では指導の対象とする。 
  ⑤産業保健で指導され、再度特定保健で指導されるケースがあり、本人がいやがる。 
（４）評価について 
  ①プログラムに合致しないと評価されない。 
  ②産業保健で実施している個別指導・集団指導の成果を評価するようにして欲しい。 
  （実施率や実施件数、糖尿病予備軍の減少率にとどまらず） 
 （５）その他 
  ①短期間の指導ではリバウンドのおそれがある。長期にわたる指導・フォローが大事。 
  ②委託先で指導を受ける場合等、就業中に行けないので、あきらめるケースがある。 
  ③産業保健の実務者の声をよく聞いて欲しい。                 
 
 
 
 
 
 

―以上― 

【参考；JFE ｽﾁｰﾙ（福山）において「心筋梗塞発症者と未発症者を比較」した調査より】 
 発症を予防するには「①入社時の体重維持 ②血圧を基準内に保つ（特に 40 歳～）

③脂質検査値を基準内に保つ（25、30 歳～）④HbA1c のｺﾝﾄﾛｰﾙ（30 歳～）⑤禁煙指導

（特にﾌﾞﾘﾝｸﾏﾝ指数 400↑）」の健康管理、指導・教育が重要であるとの結論 
〔発症 38 例＝平均 51 歳、未発症 40 例＝平均 52 歳を約 30 年間ﾘﾄﾛｽﾍﾟｸﾃｨﾌﾞに検証〕 


